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—編集後記—

所属大学で授業「土壌学」を担当している．授業回ご

とに，学生から任意のコメントを受け付け，そのいくつ

かに対しての回答をプリントで配付している．ごくまれ

に面白い（奇妙な）質問がある．例えば，土壌分類のは

なしをすると「先生はどんな土壌が好きですか？その理

由は何ですか？」，あるいは，土壌の骨格や構成成分のは

なしをすると「先生は土壌の中にある何が好きですか？」

である．

「好き」の価値観を連想でひろげると好感（雰囲気が

よい，メリットがある），親近感（親しい，お近づきにな

りたい），大切（ないと困る，肝要）等，となるだろう．

このような連想を，授業のポイントにからめて回答する

こともある．次年度の授業時のネタに使うこともある．

科学的方法や論理的思考は省けないが，多様である若

い学生には，好き嫌いといった価値観や擬人化といっ

た切り口もなかなか有効なのではないか，と思うよう

になった．人間は感情を持ち，各々が社会的役割を持っ

ていることを考えると，これはあたりまえなのかもしれ

ない．

上記のような学生の質問とそれに対する回答作成であ

れこれ考えさせられることは，結果として，凝り固まっ

てしまいそうな中年の私（今年，年男）へ「もっと柔軟

になろうよ」という示唆や励ましを与えられているよう

にも感じている．

この二年間，編集委員長を担当した．任が重すぎると

感じて一度はお断りしたが，担当することになった．何

か決め手があったという記憶はないが，要請されたのな

ら社会的役割を果たさなくてはならないのかもしれない

と考え，「柔軟運動」になるかもしれないとも感じて，お

受けしたような気もする．

実際のところ，不十分な点や不手際もあったことと思

うが，年 3回の発行ができた．執筆いただいたみなさま，
および，編集委員のご尽力による賜物である．この場を

借りてお礼申し上げる．

編集委員長としての二年間の経験がどのような「柔軟

運動」なったのか，あるいは，私自身の新しい「構成成

分」になったのかは，いまこの時点ではよくわからない．

しかし，漠然としつつも肯定的な気持ちがあることも事

実である．

末筆になるが，編集委員長の任を要請してくださった

学会長，要の役割を担っていただいた編集幹事に深く感

謝する．
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